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四国地方整備局 

高松港湾・空港整備事務所 

 

ジャンボフェリー新船「あおい」披露会並びに 

高松港朝日地区複合一貫輸送ターミナル整備事業一部完成報告会を開催しました。 

 

令和 4 年 10 月 16 日(日)、ジャンボフェリー新船「あおい」披露会並びに高松港朝日地

区複合一貫輸送ターミナル整備事業一部完成報告会を開催しました。 

当日は、主催者として斉藤国土交通大臣、池田香川県知事、ジャンボフェリー(株)、来

賓として国会議員、大西高松市長をはじめ、約 80 名の方々にご出席いただきました。 

報告会では、斉藤大臣から「今後とも、新たなフェリーターミナルの整備に全力で取り

組むとともに、国民生活や経済活動を支える航路を維持・発展させるため、関係省庁と連

携して必要な対策を進めて参ります。」との力強い挨拶があり、来賓の方々からの御祝辞の

後、テープカット・くす玉開披で新船就航と一部完成を祝いました。 

今回、新船「あおい」の就航に合せて、先行的に岸壁の一部（船尾部）を完成させまし

た。本岸壁は船舶の大型化に対応して整備を進めており、課題であった貨物の積み残しの

解消や増加する貨物への対応など物流の効率化に寄与するとともに、耐震性を強化するこ

とで近い将来発生が危惧されている南海トラフを震源とする地震などの災害時に、緊急物

資輸送の拠点として機能を発揮することを期待するものです。 

今後も、２隻目のさらなるフェリーの大型化に向けて、フェリー運行の安全性、定時制

に配慮しつつ、完成を目指して着実に施工を進めて参ります。 

 

＜参考資料＞ 

○別添 事業概要説明資料（説明時に用いた映像については、事務所HPにて公開中） 

事務所HP（映像）：https://www.pa.skr.mlit.go.jp/takamatsu/main/fivebusiness/asahianimation.html 

 

○問い合わせ先 
 国土交通省 四国地方整備局 高松港湾･空港整備事務所  

企画調整課    西本 朋弘、豊島 健太 
  Tel:087-851-5524 
 

斉藤国土交通大臣 テープカット・くす玉開披の様子 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

高松港朝日地区

複合一貫輸送ターミナル整備事業

令和４年１０月
国土交通省 四国地方整備局
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○高松港朝日地区複合一貫輸送ターミナル整備事業

高松港
（本事業個所）

小豆島

坂手港

神戸港

国土地理院地図使用

大型化



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○需要の高まるフェリー輸送

：フェリーを利用する主な企業



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○需要の高まるフェリー輸送

：フェリーを利用する主な企業
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○複合一貫輸送ターミナルを活用した救援車両・緊急物資の輸送

◆南海トラフ地震の震度分布

出展：内閣府中央防災会議公表「南海トラフの巨大地震による津波高・震度分布等」より引用

フェリーによる緊急車両輸送
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東日本大震災時の緊急物資搬入状況
（秋田港）

西日本豪雨時の給水車搬出状況
（八幡浜港）



【埋込動画事務所HPにて公開中】
https://www.pa.skr.mlit.go.jp/takamatsu/main/fivebusiness/asahianimation.html


